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平成30(2018)年度

約30万トンt

令和10(2028)年度

予測 19.9万トン

最終処分量の推移

平成20(2008)年度

約46万トンt



１－４ 焼却灰資源利用の経緯
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〇セメント原料化

平成25(2013)年度 予備調査（実証確認）

平成27(2015)年度 鉄道輸送を本格実施

平成29(2017)年度 隣接県への車両輸送を

本格実施

令和元(2019)年度 船舶輸送を本格実施

〇徐冷スラグ化（新たな取組）

平成30(2018)年度 予備調査（実証確認）

２ これまでの実績
（セメント原料化）



２－１ 主灰のセメント原料化とは

• 一般的なセメントを製造する原料の一部として
主灰を利用する。
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セメント原料

石灰石 粘土

鉄原料けい石

※主灰で代替

1,350℃
で焼成等

出典元(図) ：(一社)セメント協会

普通ポルトランド
セメント

２－２ 令和元年度の計画

• 搬入先（11セメント工場）

北海道、青森県、岩手県、新潟県

埼玉県、山口県、高知県、福岡県

大分県に所在

・計画量 ４万ｔ

・予算 1,869百万円
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出典元(図) ：(一社)セメント協会
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２－３ 搬出元等

板橋区 足立区

葛飾区

江戸川区

江東区中央区

台東区

荒川区

文京区
豊島区

墨田区

北区

港区

千代田区
新宿区

中野区

練馬区

杉並区

渋谷区

世田谷区

目黒区
品川区

大田区

埋立処分場

足立

葛飾
北

墨田

江戸川

新江東有明

中央

中防
品川

大田 京浜島多摩川

世田谷

目黒
渋谷

港

千歳

杉並

練馬

板橋

光が丘

豊島

清掃工場
不燃ごみ処理センター
粗大ごみ破砕処理施設
破砕ごみ処理施設
清掃作業所（し尿）

※は、灰溶融炉設置工場

隅田川駅

東京貨物
ターミナル駅

東京港

横浜港

• 搬出元

12工場

中防（積替）

• 運搬施設

貨物駅 ２か所

港 ２か所

コンテナ搬出元

残灰車搬出元
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２－４ 輸送方法（①鉄道）

特徴① ： 毎日運行。2～3日で輸送可能
特徴② ： 台風等で線路にリスク

清掃工場
都内

貨物駅
現地

貨物駅
処理工場
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２－４ 輸送方法（②船舶）

清掃工場等
都内

周辺港
現地港 処理工場

特徴① ： 大量輸送に向いている。
特徴② ： 台風等の影響が限定的で早期復旧
特徴③ ： 輸送日数がかかる。

２－５ 主灰のセメント原料化実績

年度
一廃計画

数量（ｔ）
実績数量
（ｔ）

平成25年度 - （予備調査）    129
平成26年度 - （実証確認） 1,987
平成27年度 5,000 5,849
平成28年度 10,000 10,993
平成29年度 15,000 16,575
平成30年度 20,000 32,462
令和元年度 25,000（計画）     40,000
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２－６ 資源化における留意点

鍋水筒 番線

選別された鉄類

• 鉄類の前処理選別

• 灰の塩素濃度、水分

３ 新たな取組
（徐冷スラグ化）



溶融処理の経緯

平成8年6月

平成8年7月

平成9年12月

平成12年4月

平成20年3月

平成24年9月

・「廃棄物処理施設整備費国庫補助金取扱要
領の一部改正（厚生省）」で灰溶融・固化設
備付設が補助要件とされた。

・東京都は、運輸省から新海面処分場の埋立
許可に際して溶融固化施設導入の指導を受け
た。

・「東京都一般廃棄物処理基本計画」におい
て、溶融施設の整備が計画された。

・清掃一組が「東京都一般廃棄物処理基本計
画」を継承した。

・世田谷清掃工場のしゅん工により全量灰溶
融処理体制が整う。

・従来からの課題（コスト・二酸化炭素排出
等）に加え、震災の影響を踏まえて灰溶融施
設処理の縮小を決定した。
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溶融処理休止計画
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溶融施設 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

中防灰溶融施設
休止 飛灰処理

足立清掃工場 休止

世田谷清掃工場＊ 休止

品川清掃工場 休止

板橋清掃工場 休止

多摩川清掃工場

葛飾清掃工場

：溶融処理期間
＊ごみ焼却から直接スラグを生成する｢ガス化溶融炉｣は対象外



飛灰等の徐冷スラグ化とは

焼却灰（飛灰、主灰）に石灰石等の添加材を加え、

溶融炉おいて1,200～1,800℃の高温にて溶融した後、

1～2日かけて冷却すると出来上がる溶融還元石を

建設資材に活用する
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徐冷スラグ化での灰溶融炉の形式

電気抵抗式灰溶融炉

焼却灰
スラグ

メタル

コークスべッド方式竪型溶融炉

清掃一組の溶融処理とセメント原料化に対する

徐冷スラグのメリット

① 飛灰を資源化できる
塩基度について

放射能について

② 関東近郊に処理施設がある
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飛灰等の徐冷スラグ化の輸送方法

（２） 鉄道輸送

（１） 車両輸送

溶融還元石工場

愛知県名古屋市

福島県いわき市

溶融還元石工場

茨城県鹿嶋市

栃木県小山市

飛灰等の徐冷スラグ化
実績数及び計画数
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年度 事業 計画数量（ｔ） 実績数量（ｔ）

平成30年度 予備調査 2,000 1,817

令和元年度 実証確認 7,000 実施中



令和元年度 徐冷スラグ化の計画

• 搬入先（4施設）

① 福島県いわき市

② 栃木県小山市

③ 茨城県鹿嶋市

④ 愛知県名古屋市

に所在

: セメント工場

: 還元溶融施設
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徐冷スラグ製造工程
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コークスべッド方式竪型溶融炉

亜鉛、鉛を資源化

コークス：燃料
石灰石：塩基度調整



排出ガス基準

硫黄酸化物 ５０ppm以下

ばいじん ０．０２g/N㎥以下

窒素酸化物 １００ppm以下

塩化水素 ４０mg/N㎥以下

ダイオキシン類 ０．１ngTEQ/N㎥以下

環境への配慮
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排ガス処理装置

（電気抵抗式溶融炉）

製造工程写真（電気抵抗式溶融炉）

出湯 ドライピットへ流し込み 冷却

ショベルでかき揚げ原鉱を破砕還元溶融石
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製造工程写真（電気抵抗式溶融炉）

出 湯

粗割り後（人頭大） 保管状況

分級/
出 荷

徐 冷 中
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3. 溶融還元石の種類と主な用途

破砕・分級

破砕・分級

ストック状況

石材・割ぐり石
用途：捨石、被覆石、裏込材など

クラッシャラン
用途：路盤材、裏込材

単粒度粗骨材
用途：アスファルト舗装用、

コンクリート用

破砕・分級
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水砕スラグとの違い

種類 徐冷スラグ 水砕スラグ

特徴
使用用途に応じた大きさに破砕
でき、幅広く使用される
空冷・徐冷による固化

水により急冷され、砂状になる

水による急冷固化

物性 石（安山岩・玄武岩） ガラス状

形状 塊（100～２５0ｍｍ） 砂

用途
路盤材、コンクリート骨材、
駐車場等整地材、盛土材など

地盤改良材、アスファルト舗装材、
混合材など

外観

スラグ溶出量試験結果

項目 徐冷ｽﾗｸﾞ

規格
JIS A 5032 水砕スラグ

平成30度測定
清掃一組２工場

基準
（金属を含む産業廃棄物に

関わる判定基準を定める
省令）

CM-40

カ ド ミ ウ ム mg/L <0.001 0.01以下 不検出 0.09以下

鉛 mg/L <0.005 0.01以下 不検出 0.3０以下

六 価 ク ロ ム mg/L <0.02 0.05以下 不検出 1.50以下

ひ 素 mg/L <0.005 0.01以下 不検出 0.30以下

総 水 銀 mg/L <0.0005 0.0005以下 不検出 0.005以下

セ レ ン mg/L <0.002 0.01以下 不検出 0.30以下

ふ っ 素 mg/L 0.36 0.8以下 不検出 Ü

ほ う 素 mg/L <0.2 1以下 不検出～0.17 Ü
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スラグ含有量試験結果
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項目 徐冷ｽﾗｸﾞ

規格
JIS A 5032 水砕スラグ

平成30度測定
清掃一組２工場

基準
（金属を含む産業廃棄物に
関わる判定基準を定める

省令）
CM-40

カ ド ミ ウ ム mg/kg <10 150以下 不検出 Ü

鉛 mg/kg 16 150以下 14～28 Ü

総 ク ロ ム mg/kg <10 250以下 440～1800 Ü

ひ 素 mg/kg <10 150以下 不検出～11 Ü

総 水 銀 mg/kg <1 15以下 不検出 Ü

セ レ ン mg/kg <10 150以下 不検出 Ü

ふ っ 素 mg/kg 920 4000以下 61～370 Ü

ほ う 素 mg/kg 210 4000以下 130 Ü

吸 水 率 % 0.61 - 4.5～7.1 Ü

徐冷スラグの主な販売先

・中央電気工業(株) 2018年実績 34,030ｔ

テルサン商事(株) , 日鉄住金物産(株) , (株)カミネ , (株)稲沢商店

・メルテック(株) 2018年実績 22,143ｔ

北関東環境開発(株) , アワノ総合開発(株) , フルサワ建材(株)

・中部リサイクル(株) 2017年実績 12,380ｔ

大有建設(株)
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溶融メタルなどの主な販売先

・中央電気工業(株)

パンパシフィックカッパー(株)佐賀関精錬所
住友金属鉱山(株)

・メルテック(株)

ＤＯＷＡグループ

・中部リサイクル(株)

三井金属リサイクル(株)（パンパシフィックカッパー（株））、
ＤＯＷＡグループ
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徐冷スラグの施工事例

施工後には植生が回復し、魚類等の

産卵場所になり、小動物の生息場所に
なっている。

また、Ｎ市内小学校の環境学習の場
としても活用されている。

施工
２年後

多自然型河川改修工事への利用
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盛土実施時の軟弱地盤対策への利用（震災後の復興事業）

割石搬入・敷均し状況

道路幅員W=14.3m

盛土高5m程度

ヘドロ層 厚さ90cm程度

現在の堤

■軟弱土対策工■
当初：還元石 厚さ30cm

→変更：還元石 厚さ90cm

割石敷均し
(A=3,000m2)
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盛土材：Ｋ市地区防災公園整備工事

二層目 盛土一層目 盛土

使用量 約11,000 t（参考値）
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学校施設グラウンド工事への利用例

新設学校グラウンドにおける
水はけ改善

浸透性改善
雨水流出抑制

37

公共施設施工事例

施工事例（Ｇ県）
施工事例（Ａ県）
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公園等施工例（Ａ県）

動植物園内園路改修工事
植物園お花畑

花いっぱいプロジェクト（２７年度）

植物園お花畑

花いっぱいプロジェクト（２７年度）
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ご清聴ありがとうございました。

今後も最終処分場の延命化に
努めてまいります。


